
（４）小中高連携について 

 

 
１ 小中高連携の現状 

○ 「長崎っ子の心を見つめる教育習慣」等の行事の際、案内状を送付し、校種

が違う学校の授業を参観する。 

 

○ 口加地区中高連携によって、加津佐中学校、口之津中学校、口加高等学校の

教職員が授業を参観したり、情報交換を行う。 

 

○ 有家・西有家地区中高連携によって、有家中学校、西有家中学校、翔南高等

学校の教職員が授業を参観したり、情報交換を行う。 

 

○ 公民館や中学校での高等学校説明会に加えて、中学校からの要請に応じて、

高等学校の学校説明を行う。 

 

○ 英語担当教員の指導力向上を目的とした県教委指定事業を通して、口之津小

学校、口之津中学校、口加高等学校の教職員が、授業を参観したり、情報交換

を行う。 

 

○ 中学校・高等学校の校長と市教委で話し合う機会を設定し、情報交換を行う。 

   

○ 市内中学校英語暗唱大会における審査員を高等学校の英語教員に依頼する。 

 

 

２ 中学校進路先 

 ○ 市内高等学校以外の、島原市・雲仙市の公立高等学校及び私立高等学校等へ

進学する生徒が多い。（市内２校への進学率 ２３％） 

 

○ 遠距離の高等学校へ通学する生徒が多い。 

 

○ 長崎市、佐世保市等や県外の下宿等が必要な高等学校へ進学する生徒もいる。 

 

 

３ 今後の児童生徒数増減 

 ○ 小学校児童数 Ｈ３０ 2,161 人 → Ｈ３５ 1,960 人 ２０１人減 

 

  ○ 中学校生徒数 Ｈ３０ 1,122 人 → Ｈ３５ 1,047 人 ７５人減 

 

 

４ 検討事項 

  ○ ２高等学校区に連携体制が分かれているため、校区に含まれない中学校区が

ある。現在、市内の２高等学校と８中学校での連携が図れないか検討している。 


